
明
治
十
八
年
（
一
八
八
五
）
に
は
我
が
国
の
細
菌
学
史
上
、
ま
こ

と
に
貴
重
な
記
念
す
べ
き
細
菌
検
査
、
新
し
い
培
養
検
査
が
最
初

に
行
な
わ
れ
て
い
る
。

実
は
前
年
十
二
月
に
緒
方
正
規
が
ド
イ
ツ
よ
り
帰
国
し
、
そ
の

時
に
チ
フ
ス
菌
の
純
培
養
株
を
持
ち
帰
っ
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。

そ
れ
ま
で
顕
微
鏡
検
査
に
よ
っ
て
細
菌
検
査
が
行
な
わ
れ
て
い
た

が
、
ド
イ
ツ
の
新
し
い
細
菌
検
査
が
緒
方
正
規
の
帰
国
に
よ
り
東

京
大
学
及
び
内
務
省
衛
生
局
御
用
係
と
兼
務
で
衛
生
局
東
京
試
験

所
細
菌
室
で
細
菌
培
養
の
検
査
及
び
研
究
が
始
ま
っ
て
い
る
。
従

っ
て
当
時
は
ま
だ
培
養
に
関
す
る
用
語
も
統
一
さ
れ
て
お
ら
ず
、

我
が
国
で
の
細
菌
学
は
ま
さ
に
幕
開
け
で
あ
り
事
始
め
で
あ
っ

た
。

因
み
に
欧
州
で
は
周
知
の
よ
う
に
す
で
に
一
八
七
二
年
に
癩
菌

64

明
治
十
八
年
（
一
八
八
五
）
に
お
け
る

本
邦
の
初
期
の
細
菌
学
培
養
に
つ
い
て

会
田
恵

の
発
見
、
一
八
七
六
年
に
コ
ッ
ホ
に
よ
る
脾
脱
疽
菌
の
純
培
養
、

一
八
八
一
年
に
悪
性
水
腫
菌
を
報
告
、
明
治
一
七
年
ま
で
癒
菌
、

チ
フ
ス
菌
、
ブ
ド
ー
球
菌
、
連
鎖
球
菌
、
緑
膿
菌
、
結
核
菌
、
馬

鼻
疽
菌
、
コ
レ
ラ
菌
、
ヂ
フ
テ
リ
ー
菌
、
肺
炎
桿
菌
、
肺
炎
双
球

菌
と
発
見
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
培
養
に
成
功
し
て
い
る
。

ま
た
衛
生
局
の
職
員
で
ド
イ
ツ
留
学
か
ら
帰
朝
す
る
と
き
柴
田

承
桂
は
明
治
一
七
年
四
月
に
細
菌
学
研
究
用
の
機
械
器
具
一
式
を

調
達
購
入
し
て
帰
朝
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
に
よ
り
、
明
治
一
八
年

に
は
次
の
様
な
細
菌
検
査
が
次
々
と
可
能
に
な
り
発
表
さ
れ
た
の

で
あ
っ
た
。

四
月
に
は
七
日
、
八
日
の
官
報
に
緒
方
正
規
の
「
脚
気
病
菌
発

見
」
に
つ
い
て
の
論
文
が
出
て
い
る
。
日
本
に
お
い
て
最
初
の
新

し
い
培
養
検
査
を
行
な
っ
た
の
で
あ
る
が
、
病
原
菌
は
追
試
承
認

は
当
然
得
ら
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
当
時
の
反
対
医
学
者
は
海

軍
の
高
木
兼
寛
で
あ
っ
た
。

五
月
に
は
同
じ
緒
方
正
規
に
よ
り
某
邸
よ
り
依
頼
の
鶏
よ
り
鶏

虎
列
刺
病
菌
を
発
見
し
た
と
膠
漿
培
養
基
に
接
種
し
た
事
な
ど
を

同
月
一
八
日
官
報
に
発
表
し
て
い
る
。
こ
の
時
北
里
博
士
は
衛
生

局
二
年
目
に
な
っ
て
い
る
の
で
、
こ
の
検
査
に
参
加
し
て
い
る
と
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考
え
ら
れ
る
。

七
月
に
は
徳
島
・
愛
媛
両
県
で
赤
痢
大
流
行
し
、
原
因
探
求
の

た
め
内
務
省
准
判
任
御
用
掛
医
学
士
北
里
柴
三
郎
が
派
遣
さ
れ
て

お
り
、
復
命
書
が
で
て
い
る
。
培
養
検
査
も
行
な
っ
た
結
果
も
で

て
い
る
が
、
最
後
を
次
の
様
に
結
ん
で
い
る
。

「
以
上
ノ
検
索
ニ
因
り
考
按
ス
ル
ニ
彼
ノ
バ
チ
ル
レ
ン
ハ
或
ハ

赤
痢
ノ
固
有
毒
ナ
ラ
ン
カ
而
シ
テ
該
菌
ノ
深
層
部
二
侵
入
セ
サ
ル

ハ
或
ハ
其
ノ
性
唯
腸
内
面
二
畜
殖
シ
テ
一
種
ノ
産
物
ヲ
生
ジ
以
テ

此
ノ
如
キ
病
発
ス
ル
モ
ノ
ナ
ラ
ン
然
し
ド
モ
試
験
二
従
事
ス
ル
ノ

日
尚
浅
ク
加
ブ
ル
ー
其
ノ
容
易
ノ
業
二
非
サ
ル
ヲ
以
テ
軽
シ
ク
之

ヲ
確
定
ス
ル
コ
ト
能
ハ
ス
自
今
益
々
研
究
ヲ
勉
メ
他
日
確
定
不
抜

ノ
報
告
ヲ
開
申
セ
ン
ト
欲
ス
」
（
東
京
医
事
新
誌
四
○
九
号
）

八
月
に
は
矢
部
辰
次
郎
（
海
軍
々
医
）
に
よ
り
「
バ
ク
テ
リ
ア
病

理
一
班
」
（
東
京
医
事
新
誌
）
三
八
六
号
、
三
八
八
号
）
の
中
で
細
菌

検
査
に
つ
い
て
九
頁
に
わ
た
り
、
顕
微
鏡
検
査
で
は
「
着
色
検
査

法
」
に
つ
い
て
「
耕
培
法
」
の
章
で
培
養
の
注
意
、
培
壌
（
培
地
）

同
八
月
に
は
岡
山
県
医
学
校
々
長
管
医
学
士
が
東
京
に
滞
在
し

帰
県
に
際
し
細
菌
培
養
関
係
の
装
置
を
一
式
購
入
し
て
お
り
、
当

ノ
報
告
ヲ
開
申
セ
ン
ト
欲
ス
」
（

八
月
に
は
矢
部
辰
次
郎
（
海
宙

理
一
班
」
（
東
京
医
事
新
誌
）
三
八

検
査
に
つ
い
て
九
頁
に
わ
た
り
、

法
」
に
つ
い
て
「
耕
培
法
」
の
垂
［

の
製
法
な
ど
を
紹
介
し
て
い
る
。

時
は
衛
生
局
試
験
所
の
他
は
ま
だ
な
か
っ
た
と
の
記
事
が
み
ら
れ

る
。
（
東
京
医
事
新
誌
三
八
九
号
）

九
月
に
は
、
長
崎
に
コ
レ
ラ
流
行
が
あ
り
北
里
は
長
崎
に
出
張

し
て
お
り
、
培
養
検
査
を
行
な
い
コ
ン
マ
バ
チ
ル
レ
ン
が
コ
レ
ラ

の
病
毒
と
決
め
て
い
る
。
「
長
崎
県
大
虎
列
刺
病
菌
の
談
」
が
述
べ

ら
れ
て
い
る
（
大
日
本
私
立
衛
生
会
雑
誌
三
一
号
）

十
一
月
に
は
北
里
の
ド
イ
ツ
留
学
が
許
可
さ
れ
十
二
月
五
日
に

出
発
し
て
い
る
。
因
み
に
北
里
の
留
学
は
当
初
三
年
の
期
限
で
あ

っ
た
が
、
二
年
延
長
を
自
ら
願
い
出
て
計
五
年
と
な
り
、
そ
の
間

に
気
腫
疽
菌
の
嫌
気
培
養
及
び
破
傷
風
菌
の
嫌
気
培
養
に
よ
る
分

離
、
及
び
抗
毒
素
血
清
完
成
そ
の
他
の
不
滅
の
業
績
を
あ
げ
て
明

治
二
五
年
帰
国
し
て
い
る
が
、
北
里
の
東
大
医
学
部
卒
業
二
年
目

で
留
学
直
前
の
明
治
十
八
年
は
我
が
国
の
細
菌
学
史
上
重
要
な
年

で
あ
っ
た
。
以
上
は
「
藤
野
・
日
本
細
菌
学
史
」
を
参
考
に
し
て
、

若
干
追
加
し
整
理
し
た
も
の
で
あ
る
。

（
柏
崎
市
・
会
田
医
院
）
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